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国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院  橋口 誠一 
熊本市内 35 の透析施設の内、熊本地震で 3日以上の断水が発生した施設が 21施設あり、その全ての施設で透析用水
として上水道を使用しており、実に上水道を使用している施設の 91.3％でした。反面、井戸水や上水道と井戸水のブレンドで
透析用水を確保している 12施設は 2日以内で断水が復旧しており、当院でも井戸水を利用した透析用水確保が 
急務と考えられました。 
 
 
 
 

 
 
全国に 1台以上の透析コンソールを保有する施設を対象に透析用水の水源確保状況を 2017年から 2019年の施設調

査で実施した結果、徐々にではあるが上水道と井戸水をブレンドして使用する施設が増加してきている事が判明しました。 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
当院においても熊本地震から 1年半後の 2017年 11月、透析用水を 2系統化するため井水処理装置を導入し、上水

道 1割と井戸水 9割の比率でブレンドし使用しています。 
 
 
 
 

 

  
 
  
 



しかし井戸水も震度 6弱以上では濁りが発生するため、井戸水の濁りが無くなるまでの抜水作業が重要になります。 
当院では抜水マニュアルを作成し、毎年１度の井水処理装置の汚水ドレーン訓練を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
掲載日︓2023年 5月 23日 

 

 

 

 

 

 

 

 


